
連絡先 物流・自動車局　審査・リコール課
リコール監理室
ＴＥＬ 03-5253-8111  内線42361

ｱﾄﾞﾚｽ  ：  http://www.mlit.go.jp

リコール届出日：

　ダイハツ工業株式会社 問い合わせ先：ダイハツお客様コールセンター

　取締役社長  　井上　雅宏 TEL 0800-500-0182　

ダイハツ

LA650F-0000063～LA650F-0003098
3,015

令和元年6月29日～令和2年1月6日

令和元年7月2日～令和元年12月26日

台）
令和元年6月24日～令和2年1月8日

(計8型式)

自 動 車 使 用 者 及 び 自 動 車
特 定 整 備 事 業 者 に 周 知
さ せ る た め の 措 置

　・使用者：ダイレクトメール等で通知する。
　・自動車特定整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
　・各社のインターネットホームページに掲載する。

車　　名 型　　式 通称名
リコール対象車の

車台番号の範囲及び製作期間
リコール対象車の

台数
備　　考

不 具 合 件 数 １２３件 事故の有無 なし

発 見 の 動 機 　市場からの情報による。

改 善 措 置 の 内 容
　全車両、フロントスタビライザの識別ペイントを確認し、該当する生産工場製のもの
は良品と交換する。

リコール届出一覧表

令和6年5月23日

リ コ ー ル 届 出 番 号 5482 リコール開始日 令和6年5月24日

届 出 者 の 氏 名 又 は 名 称

不 具 合 の 部 位 （ 部 品 名 ） 緩衝装置（フロントスタビライザ）

基 準 不 適 合 状 態 に あ る と
認 め る 構 造 、 装 置 又 は 性 能
の 状 況 及 び そ の 原 因

　フロントスタビライザにおいて、製造工程の管理が不適切なため、パイプ内部に塗
装前の化成液が多量に残留し、水素脆化によって強度が低下しているものがある。
そのため、そのままの状態で使用を続けると、走行中の捩じり力によってスタビライザ
が折損するおそれがある。

6BA-LA650S 令和元年6月24日～令和2年1月6日

LA650S-1000063～LA650S-1017582
17,501

令和元年10月23日～令和2年1月8日

5BA-LA650S 「タント」 LA650S-0000097～LA650S-0066626
66,154

16,485
6BA-LA660S 令和元年6月24日～令和2年1月6日

5BA-LA650F

LA660F-0000060～LA660F-00013825BA-LA660F
1,316

6BA-LA660F

(計2車種)
(製作期間の全体の範囲)

（計 104,471

スバル 「シフォン」

6BA-LA650F

5BA-LA660S LA660S-0000078～LA660S-0016761



交換修理用部品として出荷し、修理等で組付けられた可能性がある車両が特定できたもの

交換修理用部品として出荷し、組付けられた車両が特定できないもの

交換修理用部品が組み付けられた車両は、同様の改善を実施する。

タント用

台）
令和2年2月21日

スタビライザ　バー　ＦＲ 48811-B2130 令和元年8月29日～令和2年4月24日 7

(計1型式) (計1車種)
(製作期間の全体の範囲)

（計 1

対象の製品名 部品番号 対象部品の出荷期間

ダイハツ 5BA-LA650S 「タント」

令和2年2月21日

LA650S-0074669
1

車　　名 型　　式 通称名
リコール対象車の

車台番号の範囲及び製作期間
リコール対象車の

台数

対象個数 備　　考

備　　考


